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通算 890号 2020年 6月 17日発行 

 

学長への挨拶の報告 
 

 新執行部発足に伴い、6月 10日に伊藤委員長、三木副委員長、國頭事務局長が学長へ挨拶

に伺いました。 

 冒頭、伊藤委員長が挨拶した後、各人が簡単に自己紹介をしました。今回は挨拶が目的の

訪問でしたので、コロナウイルス関連の話題が中心となりました。学長より、事務職員の半

数程度を在宅勤務として対応したことなどの説明がありました。またネットを用いた授業の

ことや、信州大学は全国各地から学生が集まり、さらに高等学校までとは違い、学生ごとに

受講する授業が大きく異なるため、対面式の授業をすることが難しいことなどが話題に上り

ました。とくに 1 年生に対しては、細やかな配慮や対応が必要であること、また経済的に就

学が困難な学生への対応などについて意見を交わしました。約 30分間、ざっくばらんに意見

交換し、挨拶を終えました。 

 

 

 

 

 

求められる学生への支援 
 

 COVID-19 の影響により、前期の講義はすべてオンラインとなりました。みなさんも、こ

れへの対応で様々なご苦労をされていると思います。 

 私も新 1 年生の担任・教務委員として、未知の状況に直面しています。今年は入学式もサ

ークルの新歓もなく、1年生は縦・横のつながりがないまま、実家を離れて生活しています。

彼ら彼女らを、どうつなぐか。4月上旬から、Twitterアカウントを作って情報発信してみた

り、zoomで雑談できるようにしたり、いろいろ試みました。その結果、私のコースでは、学

生が LINEグループを作成してくれて全員が登録、相互にやりとりできる状態になりました。 

 とはいえ、実際に顔を合わせたことがないので、6月上旬に、松本キャンパスの生協前広場

で「3密」を避けながら集まれる機会をつくりました。私も会うのは初めてです。松本にいる

コースの 1 年生大半が参加しました。やはり、会って、知り合いを増やしたいというニーズ

は高いようです。相当数が実家に留まっていることもわかりました。次はこの学生たちが孤

立しないようにする必要がありそうです。 
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 ところで、かなりの割合の学生が、経済的な不安を抱えているようです。家族の仕事の状

況が悪化したり、学生のアルバイト収入が減ったりしています。文科省が支援策を出してい

ますし、信州大学も独自に「知の森基金」（新型コロナウイルス緊急学生経済支援）で千人規

模の支援をおこないつつあります（私もいくらか協力しました）。学生が学ぶことをあきらめ

なくてすむように、金銭的なもののほか、相談にのるなどの支援が必要だと思います。 

 一方で、文科省の学生支援緊急給付金は、留学生にとりわけ厳しい条件（成績要件）をつ

けています。差別的な扱いといわざるをえません。最近でも京都大学の山極総長が「現場の

教員が『留学生と日本人を、我々は差別したくない』という声を上げることが大事だ。直接

留学生と向き合う現場の教員が出すメッセージは強い」と発言しています（『朝日新聞デジタ

ル』6 月 14 日付）。アメリカの状況などをみると、教職員が、我々は差別しない、必要とす

るすべての学生への支援を実現したい、と言うことの意義を感じます。 

三木敦朗（南箕輪支部） 
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